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昨年は大冨や大麟さらに冑邑山の鴫火による災害で多くの人命が失われ軍駈や住む家をなくした人々の覺持ちを璽していまず

また． 璽B本大●災からは項目の冬になり“"霰汚染Iヰり かつて住んだ土地に戻れずにいる人々やfi設住宅で厳しい冬を遍ごす人々もいまだ多いことも震じられます．＂會の
状況を患う騎それぞれの建軍で人々が防災に闘心を畜せ． 地軍を守っていくことが． いかに重璽かということを患じています．

本年は鰭戟から70年という節目の年に当たります．多くの人々が亡くなった載●でした ． 各駐場で亡くなった人々．広島長嶋の開燿． 璽京を治めとする各鴨市の燻撃などにより亡く
なった人々の数は鍼に多いものでした。この機食に． 潟州事変に始まるこのU·の歴史を十分に学び． 今檎の日本のあり方を書えていくことが．今．極めて大切なことだと思っています．

この1年が． 我が国の人々．そして世界の人々にとり． 奉せな年となることを心より祈ります．
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…↑年心か••が鴫拿•)まLI:． 鵬紀1“'い1`の.:I:で1口零戴I-．．
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.,帷●譴己て田書！こ醸J!Iしてい更事止·騒の軍でに父とえ が”'こ

11,}品コ吐皇と畏！＝ •1こつれられて●辺に 山Jこe●€訊3塁目の轟聾長て霞●t曝え重し1:.
虞璽なる棒塁とに檜93そ鑽1こは●雲であり翼なる童土●●方重の中での 生孟1;,i,,..‘‘€寛えることとか“あり拿會んでしたが 鬱會での生ユつ●に＂量が，，ビっ た“をすっか，）●●にし“!;I.llを鯛ったり重",}曇し

たり彎；こ9：ゲンル・ーコと,,,,マツ夏をそnぞれ孔てaoずつ鋼工す虻いう●●のIル..,•べ"“‘しました． いDの干軍,:尋では惰ち印ヽず●が胃0に負わ言てくれ． 匹拿て重び9した，亭負が手＇こ入らこくなり●'a
ヒい勇のために山皐を鱗いその1l!はと畏しぼりをしに9か言てくれました．

専桔書以外にほとんどUC不のなかったこの胃代Jこ た軍t：父が夏東から袴って色てくれる＊13とんなrこ悶しかったか． 需鬱が少，.いので慣しみ噌しみaみヽした ．そのようなキの1剛こ會， ．を鸞えていないのでTO'子倶の
た，，，に書かれた日本の檸U伝設のムがあり拿した.B本の11.史の疇のようなこ の＂代を糟ll6樗Uゃ伝IRI;,どちらも9宣紀1ー記された21111の...9 古事記と日寡●紀に比されていますからSらくはそうした本から，子慎胄けに鴫IIさ
れ上ーものだ？たの孔'-'·

父がどのような気印9からその本€選んだのか． ●霞，.父からその峙も．その直もさいたこと’”ありません． しかしユれは會賓えると...蟻によい",)轡であったと＄います．なせならそれから梵しなく鴫·が鑢わり峯軍の＆•
"Fに置かれたBみでll 8員の万針が大巾1こ賣わりその嶺19更鬱員の中から嶋UP伝l1IIさ全く岸緯されてし葦ったからでず

祉．t自分四訊であっr."》か． mo"”'心のよう，.この太匹の駈駐””a<“'軍しI;..”””が → 置の"II西釦二正●な鸞賣で”“‘かもい丘んが予9纏いの皇重を拿●しま'.:i\lこ鼠“
のコ畢憂工えるとそn€Rの国や竃囀の人々が どの,J.うし●紀●や生蔓鶴を持つでヽrぶ.,u•び阿を三れたかどのょうな●●加惰nヽたか讐“”....,とですが感じ述”

父如9こma出量の皐"“- •々の事鰤”'：し量量の長瀑の咀隻があにとを●え9．という・鴫で記こ一つの鴫~•のようm“屯尋えてくれ置した． ふかうものに鰭．子に鸞貫の●憂尋え鴫にと・ユこでも晨んで
い1バ濃を鳥えてくれいののようでT． もっとt..この鱒の·っこ！こかす口に自分の●置f鰭ついaウ種のいで．それ“11t.:れが0己覆立という大きな·にかしずつ● ってい<.I:の主んの書 ・霧剛こ●ざるtものでl"”’一
のですが．

又これは ず，I:櫨l•なってa識したことなのでTが， この本,.. B:t.の掬玉の簾ととt,Lヽうべeも のと械に示してくれ事した． やがてはそ の広大な寓野,. !,．文亭が生王れる力聾い箪茫です． そしてこの畢塁との子供鵬代の出•
いは その盪猛が●国いいうCTる剛こ． 飼よりも事ずそ の園の檎l11を"',}たいと息う色つかけ←作ってくれました． 私1ことりつ4ン9ンドは霊ーにカレワ9の0であり，アイルうンドはオシーンや代の子供遺のロインドは9マヤナ
やジャータカの田メキシコlmポポル9.,の園です． これだ97がその111の全てでないことは＂鰺ですが他こに糧しみをしつ..I:.でこれは大II彙しい入口ではりいかと鳳っていi/:'f'．

9,”m程m..1111鱒9じJ'>tlJ化Jという冨璽をよく書くようになり雀した． しかしこうしたことlとご<Ill参的なもでもう日十鍼 もしかしたら100寄は.l:.も11かシーキ偽の世界で1”‘●じゅしやかに疇まっていたといえない
でしょうか． ＇”心のrれ員の本のB」のためlコYが作っIぷス9ーにはb!界11)蒙々""“山の患書を皇お”心I•ぷっかりと清かんで妻しlfI、▲€よんでいる一人の少葦が鳩かれてい事した．違く●れ1:t11"のあり
こちの国で千償這いう胃攣U胃軍も鵬から属じ鴨ii多累膏し員じ聾品の主人公,,.しんで賣たの です

父のくれた古代の1flaの0で 一つ丘られ1』があ•)裏し『,.
零rtの纏烹コ覺ない""““で》一人の量子の輔11で可 ． 艦璽●Tlやなたけるのh.:4 臼Iかるこの量子は 父天●11)•ヤ畳＂遍 これを三定して鸞菫Tヽのです，，あたかもその皇+のカヽS

れで‘“0ょうに”'3鶴たい任界を亀じ量在•郎心€与えま'C!J...li! .子は峰島i;.:.,-.が●量と““`；，，か＂＂す． 這牛●がmれ重知釦m"綱ざい‘""f'． この疇＂き面っていた.1i, • 
鴫祖●（わと1sちばな匹のみこと）は言分が●に入り●神のいかりを量のぃので皇干．っその侵*"行し置裏して頃い、と云い入不し量子の船"""釦’'かわ，，工ず． この鵬II鴫,�景しい攣れの歌を歌い事T

さねさしffl糞（さが(..のり，＂げの）に憾ゆる火の火中(1鸞なか）に立ちて蕊ひL薯1“

コのしばら<n遍（たITら）と熟●（おとたちばな）と9よ広い砧れ野を通っていた釦． 戴の“"5かりごと）に食つて菖1こ火をはたれ， 應えも火に遍われて過r"しどい九死に一生を得たのでした．艶綸の鰍1i, 「あの騎，量えさか6
火の中で，私の賣百€飢鼻って下さった万よJという亀●の訳に●干の示した置しいa●の集』いle#する鴫謝の凱袴を歌っIものです．

mしい9い1110え”..IIr．そ＾ぶでも貴つか91,.ってい軍したし,,.L.:の電羅の嶋nは少し遍ってい孔た， 鯖111の111101;“と婁甕した注いか． ●と仔11も分から合うようなどこか●己的な ものが雹じられ鯖●の歌
'←一晶は會そn”"；止讀田逗に夏されていたのt·●Xのまま鱗汲が々さ＾ていたのか●い士ずことが::llないの，，すが�1りにも憂しいもの1こ息hれ丸9-“‘!19こえぷ ‘”'I(;ご),、ill●を量んで0以鸞
”ぷ5がらかく12.:I\置 での 人生で量も賃と●賽9こ漏I:された・梵の黒い二":n｀ことIC.鴫記はヽぅ"'-.t.lC撞い働●€畳け裏した． 3つがりとした貫置ことら口 、まで も賣a"“`‘う二つのt,d)が峰の中で最“
ぃbのとしてL'しる一つのしのとして鴫じられた 不皐鰻し＂疇であったと乏いまT

この筐送9よそ の貴し巳”llJ：櫨そ重＜ひきつけヽLIぶ·"と臼胴のつかなヽ不鸞●で“正"f'らい'，，もぁ，）享LI:.
訊ではない恥1こ燭＂＂心Iこ研．公水を111<"7.t>IC一人の人笥の生●が拿応心と92.,.'f'＊えられないことです で＂心人m•慎ひとみこくう）I:い”�のことを椙が塁れる1”””‘てん．い9し覺・の鴫

極1こほ，鋼かもっと讀代にt•じる●朧I'!.があるようIC•しれそのことが払を見詈し（させてい軍した.�.eうとそれ1:電というしのが彎として遍藝な鵬をとるものなのかも知れないというやi9りJtlこ遅ぺた畳と纏1!.の不胃分口
への． 忠れであり11噌（いふ1であったように思い鼻T

まだ，子供であった1：のその頃は全てをぽんやりと鴫じ9，だけなの ですが こうしたよく分からない息吾しさが ． 鸞ii の 0の＊1�1%(;というイメージと具l」挿し富せて烹て、しばらくのIll, ＆I2この冑騒,.ずい分悩まされたのを貫え
ています．

（ 
漣襲0に父が嶋って震てくれ93鼻の中で あと31!!“l1)Sい出心llつている基があり正曹 ． これはえの角つて9ヽ,,.. でいつか皐みたいaっていた“`l<Iこ鴫んで11リてきて砂ったものでした． 3墨天「B本少因皇文●比いう

”ーズに含事^'Cい置した「クヱ民文遭JI“彙●で15直iあ'） 9人属中クれ9:11の●多して置たかJ1人霞の亀，，しつくしr．人噸J「長鴫讐返紅零手エJばギーツと●麟●塾Ja士いう●で1聾ごとが事との→べい言＇父はこの
彎そti)0の『8亭e" 鑽11●と 之霞名＂電j”,HIんで怜つて隻てくれました

この文庫が•"'て生9されたの這記11..'”‘I! R江つで｀”1二ニつの頃で'f'0•皐·-の閾の19彎,,.2•,csn●がエされてとり●が1かのに貫つたのI�兒l1)..會から覺てにれであったと患い重
す"“)手内にあいい）コ＊から＋量m芯に入亭しL疇"'II量II"“Iiiのうちの●●ですが 1名n辺の内●’“道のい）とIm-liし暮Tので●鯛＂＂’も あまり賣't'“なかつ1」U)と星われます．

今この＂＂丸のう，，『ロ11名作選二壱を慶いてみると年ブリングのジ..ングルフ,,,,加の,,}ツ・テ召•9ヴィー鴨“”>ワイルドの r牽福の王和カレル・テャペックの「●置配遍 のUIいルスぃィが人は0によって皇さ
和1”"ルル9ィリップやェーホフの手鍼，アン·`O-•リンドバーグが日本紀flj鴫が曇んでい正ず ． ケストアーつ..ーク.,つ1インロマン ・ロランヘンリー・ヴァンダイクラスキン富の名ullえ軍す必ずしも全●を鵬はして
いない註攪に内●の記＇糧lがかTかなものもあり事す．

’^｀ 
干償にし遍鱗出皇るような いくつか の祠もありいした．

国"¼)
“町と●●0にはいく人々の王mかりと員裏しいUが多かったよう心うのでずが⇔LI:つで;:の文●の●●●，，心JなのI身｀｀のよう匹€屑鑢こコ環んで●m””..=いことです

”`｀··） ●けることのコ置む多くの塁Lhl:Jo＇しあい＂＇から子供！こ●えさ”"“‘"が．、 というZいがあったのでいうか．そしてお猛の0のでんでん璽の ようi-eい心•I,が●●つてい砂9；とい大とt
altJこかてほUtいう患いがあったのでいうか，

吐この文●の●●倉●いした山事書三につ色．2． ””'Itや●●， こよるa叫しく1”‘1しいので ずが『日不名咋温J...び9宣JI名作邁」a"＂もに皇9：っては 干倶に喜びも重しみし 置くこれいわってほいという”

とその1ll力書遭の●い●いがあったの で1れかかと●“'nてい）葦せん．

(f吟）
こ の1!!界名＂邁f••する冑作贔モ選ふ苔心と夭1: BX●，，訳の吾心があったと山...寅三lパの序文に記しで‘よ« a刊の＂賛に全て目を逼しhルル・ブッセが山の釦·..,こ」 のいヽのぞく會ての作品....塁（駁たな"

書：饂11して氏釈を纏又冒じ舅書の場合1こL.更1こ員い冑＇騰るたlfll:JC電を＊めたといいよす
“がこの玉を記9心u...は1111こm紅霞工IIは� ＂渾●曇皐止しで9Uこ． ．Jllel>いメ零籠，，置書するmこしさ重ざ重C麟訂があったとIt.!こ聾さ重した． 十釦"“'島蔓412●9北92つが9a！ってお”,1,1;ーフロ

”つブレ〇の嗣もt,l.こうJ心の騎人の騎だと．．していたら 胃らかの●皇＊1t.,て置んでいたかも”nまでん．

am腎不賓賣であった99”`t“年代に干懺ii，，いNこ広くセ界の文写を追拿賃たい1:11つた●●書があったことti,●彎こnらの本を手1こすること，，工璽9;Bエの子嚢違9ことり●いなこcでいこ． こ の本を令った人髯
は子鋼遭が拿ず霊しいしの1：ふれll.人聞の塁しみ●びに置 く攣れつつ さまざ蒙1こ鴫奮息って轟ごして頃いヽと轟ってくれたのでしょう． Iii!ちなみにこの名作遍の·国の・頁には B...や筐界の鑢•駈111の写真が ●0で
は ありますが1lつてい事しt:.

邑騎払1;:まだ幼（こうした11集看の鼠いを．どれだけ十分1ー畳けと，，ていたか1:分かり拿嘗ん． しかし．少なくとも国が瓢っていたあの疇いB々のさ中I.これつの＊は国遭による区別り（．人々，，可さる姿そのものを知こかい裏
見さIt.II分とは11,.1い讀虞下にある人々1：片する想偉€9l色転こしてくれました． 鰍冊の本と半畜糾：T遁してくれた父の量惰の/Jか1fで私1,又世lll1)•槽の上にぶっかりと浮さ裏しく•f鼠むあのIBBYのポスターの少讐の
分員でいられたのです

（ 
題●"''.. ”:0)1員1ら鱒わ・）八9-U違拿重ばャm員しばつく霞會にとどまり麗:ii.n:ぬがれた彙畢の拿もどりいし,,． しう小零惰の曇轄学董1こなってい●しr­
この辺でこへ軍でここで1:り.t.,fてさた亭の籍どが●艶賓竃いヽうやや、畏な竃凛下で“.,込んだ玉であったというこいこつe.,しふaたいと畢い直T.
この騎口基．”；●IC盪バ上亭を持ち事セんmtこ•それ，．ク!;lヽ←それし 大“"＂って夷た ある量攣で'”‘“”'＂”工一そ●殿よりもずっと量キい臼んでた 一つの`鱈“"にし9-
轟霙：入“` `”主量1::a•がもっ屯重2それ檀X““”心あ·I拿霞ん•分の..c:.あ事，J褐ヒず三つ●よのえのかなり叉貧した▲鵬こ＂っては量曇で曇白そXユヽ遍Uエしてeて諷んで．、事Uこし，，縫

·ヵっ三にク•Q1こ●かn.た剣曇ものや雲慎,t,11 B皐で●彎ユーモア小置むりnていた書1...し（鶴快なOII●Iユり暢述9べ切で ． 漫薗 ←こ會と遍い11量が少なわたので1が•い ものが出“と檜らか0て
丑み葦した．今●とり.1:.11r.:r1>11111.x●Jにも糞亨,tt纏という人の編いた． 壽ノッポ冑ノッ↓＂という二匹0)量憂王人公I:'る濃●がどの暑にも入っており111,ゥくりiiし（り置しこnらを畢しみ．か<r,}鼠●<.;f●饂リに黒違し亀した

子供は事ず． r汲みたい上いう貫持からa書を飽，，拿f'0ッヤンマイアーさんの帽轟下で少しt=fi鸞えr.;かったハイジが． ク99のおばあ糟からl1いた―!11の本"”"：さに、そしてそこに． ベー9一の●日 のおばあ帽のたlfll.
“汲んであげたいというもう一つの動●がlJlわってどんどん本が絞めるようになったようにA 9少輸に活字に讚しむことが． 鋼がり大切だと息います．ぁい“いの餞●II:嗣える力がついていなかったらそして． �Iこ鼻のまわり

から贔えてしよった本や省字への●給がなかったら釉は父が糟って景てくれた戴●の...e あれ鰻懇心に訊むことは なかったし． 一亀＊＊1こおよぶ私の蘊網生塁に験●の息い出をつrt加えることは出皐事せんでした．

今轟り遍つて私にとり．干鯛騎代の既書とは胃だったのでしょう
鋼よりしそれ9”‘'コしみ＂えてくれました． そしてその●に饗る胄葦鵡の諷●の,.,りの曇●蚤作って（れまl.た．

そnにあい！こI埠m9っこ〇え あい會1こf""<nmIこ． この●っこと翼ニ贔がnr: "''：． 鶴をかけa分の置＂t1>しずつa.11て膏っていくとき,: "'にmけとなってくれ双9こ
••::瓜こ攀し"9●びにつe乞い遷”"“"て(n置した． mつIこは さ““eいが編かnm→． 止・かい＂》人がどがよいこZ(Oを●じどれだけ多く●ブ‘てい“"に9か如叩ぺ麟

ことによってでし1こ、

11分と）れとt:t13か»ぬ9（の曹しみeしan｀十慨遍の＂名を巴いますと鳩，．分の尾竃れ曇晨されていた干懺鯛代：なお配ふニあっ9．ということ、Ifえるぺが心U1"ん．しかしどのょうな生9こL塾しみはあ
り一人一人の引員の菖1:1:1.それか） の重さがあり拿す ． 払が●分の小さなeしみの0で 本の"''"·びを見こせたことは畢亀でし，_． ょの中で人生のeしみf鱈ること1:I:． 11分の人生1こ●It（かの直みを加え恰書への息い配
鸞の誓Tが 本の 中で•£鴫石のり事の劃作の●となつ9..U1こ麓れることは．はむ'111:!1.1!る●びを与え失意の鰭l＿生きようとずる轟望を駐り累させ膏び景爛する胃をととのえさせ事す． 鼈しみの9いこの宣を干鑽が生e絨け
るために1:岱l.hlこ馴えか心が襲われると共に．喜びを攣●1こ鴫じと、心又． 喜び［こ向かつて檸びようとする心が書われ ることが大のだと思いまず．
そして最慎1こもう一つぶへの●瓢£こii)てつけ加え重す． 鯰●は 人生の全てが決して●闘でないことを敦えてくれ事した． “たちは遭漬さに鮒えて生tていかなければならないということ 人と人とのIll儡1こおいても．1J1と1J1と
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光
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と
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光 、
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友
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収
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谷
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友
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膳
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天皇陛下

私の幼い日の記憶は． 3歳の時昭和12年に始まります。この年に厖溝橋事件が起こり． 戦争は昭和20年の8

月まで綬きました。したがって私は戦争の無い時を知らないで育ちました。この戟争により． それぞれの祖国のた
めに戟った軍人，戦争の及んだ地域に住んでいた数知れない人々の命が失われました。哀悼の気持ち切なるも
のがあります。今日の日本が享受している平和と繁栄ばこのような多くの犠牲の上に築かれたものであること
を心しないといけないと思います。
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